
日本熱帯農業学会 第133回講演会
公開シンポジウム

気候変動で変わる
アジア・アフリカの農業と生活

1．気候変動の影響 -IPCC最新評価報告書の概要-
高橋 潔（（国立環境研究所 社会システム領域 副領域長）

2．作物モデルを用いた気候変動影響評価
増冨 祐司（国立環境研究所 気候変動適応センター 室長）

3．サブサハラアフリカの産業作物拡大による食糧安全保障レジリエンスへの影響について
Marcin Jarzebski（国連大学サステイナビリティ高等研究所

リサーチフェロー&アカデミックアソシエイト）

4．開発途上国農村部における栄養不良の二重負荷の改善に向けて
松田 浩敬（東京農業大学大学院農学研究科/農学部 教授）

5．気候変動・社会変動に対応する科学技術人材開発
福士 謙介（東京大学未来ビジョン研究センター 教授）

コーディネーター：塩津 文隆（明治大学農学部）

2023.3.13（月）
14:20～17:00

明治大学生田キャンパス
中央校舎６F メディアホール

どなたでも
ご参加いただけます

問合せ先：日本熱帯農業学会講演会事務局（塩津文隆：shiotsu@meiji.ac.jp）

出典：気候変動適応情報プラットフォーム


